
基 本 理 念
1.	国際的な水準の教育・研究を遂行します。
2.	地域の振興と地球規模の課題の解決に寄与します。
3.	国の内外で活躍する有為な人材を育成します。

　M
id-term

 O
bjectives and Plan 

第
4
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画

（
令
和
4
年
4
月
1
日
～
令
和
10
年
3
月
31
日
）

　秋田大学は、知の創生を通じて地域と共に発展
し、地域と共に歩むという存立の理念を掲げ、豊か
な地域資源を有する北東北の基幹的な大学として、
その使命である教育と研究を推進する。
　この見地から本学は、独創的な成果を世界に発
信しつつ、国内外の意欲的な若者を受け入れ、優
れた人材を育成するため、地域や世界の諸機関と
の連携による柔軟な教育研究体制の構築を推進す
る。
　一方、国立大学は、第４期中期目標期間において、
地域から地球規模の諸課題に対処するためグロー
バル化やＤＸ（Digital Transformation、デジタル技
術による変革）と、それらを基礎とした産業・社会構
造の変革等に貢献していく必要がある。そこで、本
学を構成する全ての学部・研究科等は、固有のミッ
ションに基づく専門領域にＩＣＴ（Information and 
Communication Technology、情報通信技術）の要

素を取り入れ、諸学諸組織との融合を通じて、地域
社会の持続的な発展を担う専門的職業人と国際社
会で活躍する高度専門職業人及び学術研究者を
育成する。
　こうした基本認識に立って、本学は学生と教職
員との全学的な知の交わりが躍動する、学修者中
心の大学たることを目指す。
　以上のような理念に基づき、活動の基本的な目
標を以下に定める。

１.	教育においては、質の国際通用性を高め、Ｄ
Ｘ推進に必要な素養を身に付け、地域と世界
の諸課題の解決に取り組む人材を育成する。

２.	研究においては、ＩＣＴを進化させて地域か
ら地球規模に至る社会課題の解決に挑み、
ＤＸを推進するイノベーションを創出し、そ
の成果を継続的に地域と世界に発信する。

国立大学法人秋田大学の中期目標
（前文）大学の基本的な目標
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３.	社会連携においては、教育研究成果を地域社会に還
元し、地域と協働した地域振興策の取り組みを推進
するとともに、ＩＣＴを活用した医療体系の充実を図
り、地域医療の格差をなくすことに貢献する。

４.	国際化においては、資源産出国を中心とした諸外国
の留学生・研究者との学術交流を推進するとともに、
情報工学を活用したスマート・マイニング（情報工学
を積極的に取り入れた“これから”の資源情報学）を
実践するため、学生や教職員の海外留学・派遣を促
進する。

５．大学経営においては、学長主導の下、学生及び教職
員一人ひとりの活力を相乗的に高めた組織文化を浸
透させ、透明性を確保した健全で効率的な大学経営
を目指すとともに、学生及び教職員がSociety 5.0を
構築するメンバーとして活躍できるよう環境を整備
する。

Ⅰ　教育研究の質の向上
Ⅱ　業務運営の改善及び効率化
Ⅲ　財務内容の改善
Ⅳ　教育及び研究並びに組織及び運営の状況について自ら

行う点検及び評価並びに当該状況に係る情報の提供
Ⅴ　その他業務運営

に関する目標を達成するためにとるべき措置として、
中期計画を設定しています。

本学の中期目標・中期計画の全文は
〈ホームページ〉 https://www.akita-u.ac.jp/
honbu/info/in_target.html　からご覧いただけます。

中 期 目 標
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卓越した教育と研究
◯小型軽量電動化システムの研究開発と応用展開
○大学の世界展開力強化事業～アフリカ諸国との大学間交流形成支援～
○国際科学技術共同研究推進事業
○東北広域次世代がんプロ養成プラン

地方創生・産学連携

国　　際　　交　　流
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